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今
年
も
間
も
な
く
年
の
瀬
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昭
和
百
年
（
昭
和
元
年
か
ら
数
え
て
百
年
目
）
と
な
る
本
年

は
、
近
代
農
業
土
木
の
祖
で
あ
り
忠
犬
ハ
チ
公
の
主
人
で

あ
っ
た
上
野
英
三
郎
博
士
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
百
年
目
と

な
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
百
年
、
戦
時
体
制
下
の
社
会
を
経
て
、
高
度
経
済
成

長
や
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
な
ど
、
社
会
経
済
は
多
く
の
変
化

を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
、
低
成
長
が
続
く
経
済
動
向

等
を
嘆
く
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
朝
起
き
て
蛇
口
を
ひ
ね
れ

ば
水
が
出
る
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
、
バ
ス
や
電
車
に
乗
っ

て
通
勤
す
る
。
何
気
な
い
毎
日
の
「
当
た
り
前
」
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
、感
謝
の
念
も
沸
い
て
き
ま
す
。

同
時
に
、
建
設
業
に
携
わ
る
身
と
し
て
国
土
形
成
の
過
程
を

学
び
、
今
日
の
社
会
基
盤
の
あ
り
様
を
見
る
に
つ
け
、
こ
う

し
た
「
当
た
り
前
」
の
日
常
が
イ
ン
フ
ラ
に
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
す
。
人
々
の
暮
ら
し
を
支

え
る
縁
の
下
の
力
持
ち
、
そ
の
整
備
に
心
血
を
注
い
だ
先
人

達
の
努
力
に
思
い
を
馳
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、「
職
業
柄
」
の
視
点
を
離
れ
れ
ば
、
社
会
を
支

え
る
力
持
ち
は
多
様
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

ま
す
。
目
に
見
え
る
大
き
な
構
造
物
も
、
日
常
の
生
活
に
溶

け
込
ん
だ
小
さ
な
仕
組
み
も
、
当
然
の
よ
う
に
稼
働
し
て
今

の
「
当
た
り
前
」
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
災
害
が

発
生
し
た
時
の
救
急
活
動
で
は
、
道
路
は
も
ち
ろ
ん
、
情
報

通
信
・
電
力
・
燃
料
・
移
動
車
両
等
の
維
持
・
確
保
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
薬
剤
や
医
療
器
具
の
供
給
、
医
師
・

看
護
師
・
救
急
隊
員
の
活
動
な
ど
、
す
べ
て
が
命
を
つ
な
ぐ

生
命
線
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
当
た
り
前
」
が
永
遠
に
保
障
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
減
少
や
気
候
変
動
等

の
課
題
が
顕
在
化
す
る
中
で
、
未
来
の
「
当
た
り
前
」
を
ど

う
築
く
か
。
そ
れ
は
、
今
日
を
生
き
る
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
百
年
の
節
目
に
立
ち
、
今
あ

る
安
定
や
便
利
さ
を
享
受
し
な
が
ら
も
、
そ
の
日
常
の
裏
に

あ
る
多
様
な
支
え
に
目
を
向
け
、
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
機
会

と
し
た
い
も
の
で
す
。 

（
瓜
）

昭
和
百
年

「私から見た土地改良　島谷特別教授
に聞く」を拝読して
　我が国における稲作文明の歴史的な経
緯から日本初の和歌、故　中村哲　氏の
偉業、農家民泊、多面的機能まで幅広い
内容でした。特にグリーンインフラであ
る「田んぼダム」について、排水口の水
量を絞らなくとも畦高が30cmで貯留効
果がある一方、15cm以下では効果を発
現しないとの知見は興味深かったです。
そのうえで「ゆっくり流す土地改良」の
とおり、流域治水と土地改良の親和性、
これからの利水と治水を考える機会とな
りました。

宮城県　50代男性　地方公務員

　利水が先行し治水が後を追ったという
のは事実であろう、しかも千年程度の時
間差があったであろうと思う。また「住
民と話しながら河川の課題を解決」とあ
るが、土地改良事業は住民の発意から始
まるため対話は大前提である。更に近年
「流域治水」がかまびすしいが、農村で
は規模は小さいものの古くから、分流し
たりため池に貯留したり、別の流れを本
流にぶつけ減勢するなど、立派な流域治
水を行ってきた。
　歴史にイフはないが、農業土木と土木
が分化せず農業土木技術者が河川行政を
担っていれば、随分違った状況になって
いたのではないだろうか。

新潟県　50代男性　地方公務員

　効率性を求め、「早く流す」ことが頭
の中心にあった、土地改良人生50年。
治水を専門とする島谷氏の「ゆっくり流
す土地改良」という言葉は、強く印象に
残った。ため池の洪水調整機能強化や田
んぼダムの実施は、雨水を下流域へゆっ
くり流すための近年の取組。地球温暖化
による異常気象を考えると、これら取組
は、地域の防災や減災に不可欠。「ゆっ
くり流す」という観点で既存のシステム
を見直しすれば、施設等の改善や新たな
事業制度の展開が考えられると思った。

宮城県　70代男性　自営業

土地改良切り語り「トランプ時代を
考える」を拝読して
　トランプ関税の日米交渉が行われ、今
後、日本経済はどうなるのか不安に思っ
ているなかで、第2次世界大戦以前の状
況から戦後の状況を非常にわかりやすく
説明いただき、大変興味深く読ませてい
ただきました。これまで当たり前と考え
ていた、自由貿易が崩れるおそれがある
中で、我が国の農業は、農業者の減少・
高齢化、猛暑に大雨なども加わり、大変
厳しい状況にありますが、農業者が安心
して営農ができ、食料の安定供給が図ら
れる時代になることを願います。

岩手県　60代男性　会社員

　トランプ大統領と言う一人の奇人が偶
然出現したならまだ良いのですが、歴史
の流れだとしたら大変なことです。トラ
ンプ時代を考えると言うコラムが目に留
まり読んでみました。なかなか難解でし
たが、何となく理解しました。どこかの
国の通貨ではない基軸通貨はありえない
のでしょうか？
　アメリカなどと違い資源を持たない日
本は、輸出で稼いで必要な資源を輸入す
るしかないです。お米も問題が多いです
が、自給出来ないと思うと不安でたまり
ません。

東京都　70代女性　主婦

「女性リレートーク」にSRHRの目線も
　女性リレートークは、ほぼ毎号仕事と
家庭の両立が主題であることに違和感が
ある。多くの若手女性にとっての不安材
料であるが、そればかりだと、女性に子
どもを産むこと、仕事と家庭の両立を押
し付けるメッセージに見えてしまう。
　SRHR（性と生殖の自己決定権）とい
う人権概念がある。SRHRを尊重し、多
様な生き方を提案するためにも、トラン
ス女性やノンバイナリーなど多様なジェ
ンダーの技術者、チャイルドフリー技術
者も取り上げてほしい。

新潟県　40代　会社員
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